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トランスファラブルス
キルの重要性を認
識し、特定のスキル
を学ぶ具体的な計
画を考えている。

評価項目

(１）自身の研究内容
を専門外の人にわ
かり易く説明できる

自身の専門領域の
知識が不十分であ
る。

自身の専門領域の
知識はあるが、専門
外の人を意識した説
明ができない。

自身の専門領域の
知識があり、専門外
の人を意識している
が、十分に理解でき
る説明になっていな
い。

自身の専門領域の
知識が十分にあり、
自身の研究概要を
専門外の人にも一
定の理解が得られ
るよう説明ができ
る。

専門領域の知識が
十分にあり、自らの
取り組みのオリジナ
リティとその成果お
よび有用性を専門
外の人に理解でき
るように説明でき
る。

自身の研究内容の
背景、課題、取り組
み内容、社会への
貢献などを総合的
に専門外の人にも
理解できるように説
明できる。

(4）トランスファラブ
ルスキルの重要性
を理解し、身に着け
ようとする意欲があ
る

トランスファラブルス
キルを知らない。

トランスファラブルス
キルを聞いたことは
あるが、説明できな
い。

トランスファラブルス
キルを理解し、その
重要性は認識して
いる

トランスファラブルス
キルの重要性を認
識し、特定のスキル
に対する学びへの
意欲がうかがえる。

自身の研究が、現
在社会の課題解決・
先導的研究領域の
創生・未来社会の創
出に如何に関わる
のかについて、筋道
をたてて，論理的に
説明できる。

自身の研究が、現
在社会の課題解決・
先導的研究領域の
創生・未来社会の創
出に如何に関わる
のかについて、論理
的に説明でき、その
具体的解決方法と
効果まで説明でき

(２）自身の研究が現
在社会の課題解決
や先導的研究領域
の創生，未来社会
の創出にどのように
関わるのか理解して
いる

自身の研究の重要
性が理解できていな
い。

自身の研究の重要
性を理解する心構
えはある。

自身の研究の重要
性を理解し、現在社
会の課題解決・先導
的研究領域の創生・
未来社会の創出と
の関係を意識してい
る。

自身の研究が、現
在社会の課題解決・
先導的研究領域の
創生・未来社会の創
出に如何に関わる
のかについて、説明
できる。

トランスファラブルス
キルの重要性を認
識し、具体的な目的
意識を持って計画を
立て、特定のスキル
を学ぶ活動が出来
ている。

(３）自身の研究に、
どのような複合知が
必要であるのかを
認識するとともに、
それを習得しようと
する強い意欲があ
る

複合知の必要性が
理解できていない。

複合知の必要性を
理解する心構えは
ある。

複合知の必要性を
理解し、自身の研究
におけるそれぞれ
の役割を意識してい
る。

自身の研究におい
て、現在社会の課
題解決・先導的研究
領域の創生・未来社
会の創出に対する
複合知の必要性に
ついて説明できる。

自身の研究におい
て、現在社会の課
題解決・先導的研究
領域の創生・未来社
会の創出に対する
複合知の必要性に
ついて、論理的に説
明できる。

自身の研究におい
て、現在社会の課
題解決・先導的研究
領域の創生・未来社
会の創出に対する
複合知の必要性とと
もに、得ようとする
研究成果との関係
を伝い敵に説明でき

修了後のキャリアパ
スを意識しており、
社会でどのように活
躍・貢献したいか、
具体的姿と自身の
考えを説明できる。

修了後のキャリアパ
スを意識しており、
社会での具体的姿
を目指し、具体的な
目標を立てて活動
できている。

(5）修了後のキャリ
アパスを意識し、社
会でどのように活
躍・貢献したいかを
考えている

キャリアパスや将来
展望を考えたことが
ない。

キャリアパスついて
考えたことがある
が、具体的な考えま
でには至っていな
い。

修了後のキャリアパ
スを意識しており、
社会でどのように活
躍・貢献したいか、
考える準備ができて
いる。

修了後のキャリアパ
スを意識しており、
社会でどのように活
躍・貢献したいか、
その具体的姿を説
明できる。
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